







その他のタイトル Story world experience tasks designed for
Japanese language education and first language












…なぜ絵物語を学習形態とするか－   
絵物語を学習形態として耽り＿1二げる場合，次の長所が確保される順11参照）rJ   
綱 崎 敏 雄   2  
外国人隼少昔のIJ本語数育と樟語保拍のための  
物．約1tヒ押の体験タスク  3  
1）笹（図2 言語発達モデルの中の左向き矢印「文脈の助けを借りてなされ   
るコミュニケーション」）の中に登場する基経些旦を空け認知上の要求が   
低い」図2上向き矢印＝生活言語の特徴）を織り込んだ語りや読みができ，   
文字通り生酒貫帯叩獲得できる。［往：言語能力は図2の生活言語   
能力を出発点とし，a，b2つのコースを辿って学習言語能力の獲得へと   
進む］  
図2 言語能力発達モデル  
認知上の要求の低いコミュニケーション  
（＝余り考えることを必要としないコミュニケーション）  




2）身の回りの生活上のものを絵のり1に登場させることが容易で，（それと）   
子供が生活経験と結び付けやすくなる。従って，自己のスキ「子の講壇匙   
がしやすい。さらに感情移入がしやすく，一l好意面の発達の場を確保するこ  
とができるr〕  
3）文字で示された語・文・文章の意味が，絵と結び付けて考えやすくなる。   
未知譜の意味の推測がしやすく，理解のためのキューとして絵を使うこと  
ができる．〕従って文字の導入をスムーズに行なうことができる。  
4）絵がし  、わゆる先行オーガナイザー（聴いたり読んだりする内容を組み立て   
て考える助け）としての機能を発抑し，理解を肋ける′」特に次に展開する   
内界の予測をしやすくする‖  
5）絵で示されるため登場人物に対する親しみやすさを覚えやすく，それを媒   
岡 崎 敏 雄   
介として感情移入が容易になる。また，そのことが学習者同士を結び付け  
やすくする。例えば，皆が知っている  あの人物のあの顔という共有のイメ  
－ジを持つことができる。これは皆であれを勉強しているという生活の中  
の一体感というかけがえのないものを生み出す。  この→・体感は，母語の生   
箪貫琶聯畢を子供たち主導で読卑準壁廻 
り出す基礎となる。  
6）文章が長くなる上叔レベルの文章を読む際にイメージが作りやすくなる。   
絵の比重の大きい基礎レベル・中級レベルで一貫して登場人物やその背景   
などがイメージとしてできあがっており，上級になって文章が内容埋僻の   
大きな比重を占めるようになった時，できあがっている明確なイメージを   
媒介として，上級固有のイメージを作り上げやすくなる。文章理解の研究   
では，卿にイメージを作り上げることができることは，試みの力に貢  
献する最も重要な要因の仰一つであることがはっきり示されている。  
7）生活言語が多用されている素材のため，既に語が表わすもの自体を経験上   
製ユ三脚，阜れ岬ことが容  
易になる。既知の語ではない場合には，語自体を知ることと文字化の両方   













物語世界をより深く味わっていく。   
外I封入年少者の口本譜教育と杜語保持のための  
物語世界の体験タスク  5   
岡 崎 敏 雄  6  
（1）物語世界の体験Ⅰ：読み方タイプの体験  
A．物語のシリーズの登場人物   
男女の双子チップとビフ，その弟キッパー，その父母，飼い犬フロッピー，  
友人ウイルフとウイルマー  
B．初音売み体験タスク   








C暮 ナラティブ体験タスク   
物語を読む場合，次の7つのタイプの進め方があり，それぞれ特色を持つ。  
図4 物語の読み方－7つのタイプの進め方   
外I封入年少者のrl本譜教廟と母語保持のための  
物語・tll二界の体験タスク  7   
えることで進めていく。後に母語の生活言語で絵物語を読み進める   
時の学習を，子供主体で進める協働学習の力を身につけていく過稗   
としても重安な形式である。次の子供先導・まとめタイプ・子供ペ   
アタイプの二つも同じで，この2つを組み合わせて3段階のステッ  
プをなすものである。  
その意味で， この3段階のステップは日本語の生活言語で絵物語を読   
み進めながら獲得していくべき学習の仕方の中核をなすものであ   
る。母語の生活言語で絵物語を読み進めるときには，主に子供自身   
がこの3つのタイプで中心的な役割を担って進めることになる。  






6）子供ペアタイプ  二人のペアの子供の問で質問の投げかけ，質問の   
促しを行なう。また，再話を経厳した後では，け方がナラティプを   






a－ ナラティブ緩売み聞かせ）のためのお話のメモを書いてみるタスク   





る・   
事後タスク：メモを書いてみて，初読みをしたときと何か違う印象阜新たに  
持ったか；ナ供たちはどのようなことを感ずると思うかについても何かが変わ   
岡 崎 敏 雄  8  
ったか考える。   
パートナーに相互報告＋全体報告。  
b．ナラティブの実施と聴く体験タスク   
バートナーを相手に，上で書いたお訪のメモをもとにお話をする。各自で持  






















b．投げかける問いを書いてみる（改めて物語「起きる」のp．1～最終ページ）   
事後タスク：自分で書いてみて，ナラティブの時の体験と比べて子供はどん  
な逼った点を感じるか；どんな新しい経験をするか。その答えを自分で書く。  
c．問いの投げかけタイプ実施体験タスク   
山一人のパートナーを相手に開いの投げかけをし，（聴き手になった時は）そ  
れに答える経験をする（お互いに）。聴き手になって話し手の問いに答えるこ   
外l三昼Ⅰ人年少者のIl本譜教育と掛語保持のための  
物語世界の体験タスク  9  
とで，［参卿■す卿旦。   
事後タスク1：パートナーの実施を聞いてナラティブタイブと比べてどんな  
違う点を感じたか，また子供はどんな違う点を感じるか各自メモを取り，相互  
にレポートする。   
事後タスク2：どんなタイプの質問があったか，質問をいくつかのタイプに  
分ける（例えば登場人物の気持ちに関する問い－ この出来事が起こったと  
き，この場面で何を考えているか，および自分の経験，行動の理由など）。  
E．自己形成質問タイプの経験タスク   
物語「熊さんの落とし物」（文字なし）；パートナーは「蚤の市」を使う。  










注：この話の最後から2番目のページの絵に描いてある「落とし物」の二丈字が   
何を意味するかは教えてやる形で進める。文字の読み方を教えるのではな  
く，それが何を意味するかだけにとどめる。   
物語によっては，全体の中で子供が感情移入しやすい場面などの子ノ供の問  
いが出やすいページを選んで問いを投げかける。  
子供から出やすい質問としては次のタイプがある。   




体が）なぜこのようなことになったか。   
事後タスク：ナラティブや投げかける聞いと比べて子供たちはどんな違った  
新たな軽験をするか。各自メモを取る。  
c．自己形成質問タイプ実施体験タスク（パートナーと相互に）   
事後タスク：パートナーの実施を問いてナラティプや投げかけタイプと適う  
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